
− 11− − 10−広報いながわ 平成 27 年 4 月（908）号

情
報

　
ポ
ケ
ッ
ト

お
知
ら
せ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

子
　
育
　
て

図
　
書
　
館

健
康
づ
く
り

私
の

　
オ
ス
ス
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
夏
８
月
30
日
に
開
催

す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

「
S
W
I
N
G
ー
B
Y
」
の
ス

タ
ッ
フ
・
出
演
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
ス
タ
ッ
フ
】

▽
対
象　

大
学
生
ま
で
の
若
者
で

あ
る
こ
と
、
月
２
、３
回
の
会
議

に
出
席
で
き
る
こ
と　

▽
申
込
内
容　

氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
Ｐ
Ｒ
文

▽
そ
の
他　
「
S
W
I
N
G
ー

B
Y
」
ス
タ
ッ
フ
は
、
地
域
で
の

活
動
を
通
じ
て
若
者
の
力
を
発
揮

す
る
場
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
の
企

画
・
広
報
活
動
か
ら
会
議
・
当
日

の
運
営
ま
で
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
う
え
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
出
演
者
】

▽
対
象　

バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
な
ど

を
舞
台
で
発
表
し
た
い
グ
ル
ー
プ

で
大
学
生
ま
で
の
町
内
在
住
の
若

者
が
１
人
以
上
い
る
こ
と
※
応
募

多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定

▽
申
込
内
容　

代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
出
演
ジ
ャ
ン

ル
、
グ
ル
ー
プ
人
数

い
ず
れ
も
▽
申
込
・
問
合
せ　

４

月
24
日
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
画
協
働
課
・
青
少
年
担

当
（
☎
７
６
６
・
８
７
８
３
、
F

７
６
６
・
８
８
９
３
）

▽
登
録
方
法　

町
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
・
写
真
を
添
付
し
、

同
協
議
会
総
務
課
ま
で
持
参
も
し

く
は
郵
送
（
〒
６
６
６
・
０
２
３
６

北
田
原
字
南
山
14
・
２
）

▽
留
意
事
項　

登
録
さ
れ
て
も
採

用
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
資
格
職
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
登
録
証
・
免
状
な
ど
資
格
を

証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
必
ず
添

付
、
登
録
有
効
期
間
は
平
成
27
年

度
中
の
１
年
限
り

▽
問
合
せ　

同
協
議
会
（
☎

７
６
６
・
１
２
０
０
）

▽
加
入
資
格　

町
の
観
光
に
関
係

の
あ
る
各
種
業
者
（
個
人
お
よ
び

団
体
）

▽
年
会
費　

正
会
員　

５
千
円

（
月
割
な
し
）

▽
活
動
内
容　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

（
秋
山
味
覚
ま
つ
り
、
い
な
が
わ

マ
ス
釣
り
大
会
な
ど
）、
観
光
情

報
の
発
信
、
視
察
研
修
お
よ
び
新

規
事
業
の
検
討
な
ど

▽
問
合
せ　

町
観
光
協
会
事

務
局
（
産
業
観
光
課
内
☎

７
６
６
・
８
７
０
９
）

▽
対
象　

Ａ
＝
４
年
制
大
学
卒

（
昭
和
54
年
10
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
）
ま
た
は
４
年
制
大
学

を
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人
（
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）、
Ｂ
＝
Ａ
区
分
以

外
の
人
（
昭
和
54
年
10
月
２
日

～
平
成
9
年
10
月
1
日
に
生
ま

れ
た
人
）、
特
別
選
考
＝
情
報
処

理
・
心
理
相
談
・
武
道
Ａ
（
平
成

2
年
10
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
）・
武
道
Ｂ
（
平
成
2
年
10
月

2
日
か
ら
平
成
９
年
10
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人
）

▽
採
用
予
定
人
員　
【
男
性
警
察

官
】
Ａ
・
Ｂ
合
わ
せ
て
２
９
５
人

程
度
、【
女
性
警
察
官
】
Ａ
・
Ｂ

合
わ
せ
て
30
人
程
度
、【
特
別
選

考
】
８
人
程
度

▽
受
付
期
間　
【
郵
送
】
４
月
10
日

ま
で　
【
持
参
】
４
月
16
日
ま
で

▽
試
験
日　

５
月
10
日
（
日
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

川
西
警
察
署

（
☎
７
５
５
・
０
１
１
０
）
※
詳
細

は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
内
容　

技
術
や
経
験
を
活
か

し
、
開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に

生
活
し
、
相
互
理
解
を
図
る

▽
資
格　
【
青
年
海
外
協
力
隊
】

20
～
39
歳
の
人
、【
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
40
～
69
歳
の
人

※
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を
有
す
る

人▽
申
込
・
問
合
せ　

5
月
11
日
ま

で
に
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
J
I
C
A
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
８
・
２
６
１
・
０
３
５
２
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
活
動
日
時　

月
２
回
金
曜
日
の
午

前
10
時
～
11
時
15
分

▽
活
動
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

▽
対
象　

町
内
在
住
の
平
成
25
年
10

月
１
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
子
ど
も
と
保
護
者

▽
定
員　

36
組
（
託
児
有
り
・
定
員

12
人
）
※
18
組
以
上
の
場
合
は
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
す
※
多
数
抽
選

▽
活
動
内
容　

季
節
の
行
事
や
学
習

会
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

▽
参
加
費　

年
間
保
険
料
８
０
０
円

（
任
意
）

▽
そ
の
他　

他
の
登
録
子
育
て
グ

ル
ー
プ
と
の
重
複
加
入
は
不
可

▽
申
込
・
問
合
せ　

４
月
１
日
午
前

９
時
～
23
日
午
後
５
時
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
７
６
６・７
８
０
０
）

▽
と
き　

４
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午（
毎
月
第
４
土
曜
日
）

▽
と
こ
ろ　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
障
害
者
談
話
室

▽
問
合
せ　

こ
こ
ろ
猪
名
川
家
族

会
事
務
局（
☎
７
６
６
・
２
５
９
２
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
・
臨
時

職
員
の
登
録

青
少
年
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　

ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者

町
観
光
協
会
会
員

兵
庫
県
警
察
官

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
募
　
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

子
育
て
グ
ル
ー
プ
「
り
ん
ご
」
の

参
加
者

　3 月 1 日号でもお知らせしたとおり、町
では 4 月 1 日付で役場の組織を再編しま
した。これに伴い、一部の部署の配置など
が変更されましたのでご注意ください。
▶問合せ　総務課（☎ 766 － 8708）

第２庁舎2階（旧 水道庁舎）
ト
イ
レ

学
校
教
育
課

教
育

委
員
室

教
育
振
興
課

（
社
会
教
育
室
）

参
画
協
働
課

エレベ
ーター

教
育
長
室

会
議
室

本庁舎１階

本庁舎2階
ト
イ
レ

総
務
課

（
危
機
管
理
室
）

会
議
室

企
画
財
政
課

（
秘
書
広
報
室
）

副
町
長
室

企
画
財
政
課

（
秘
書
広
報
室
）

町
長
室

応
接
室

エレベ
ーター

会
計
課

ト
イ
レ

産
業
観
光
課

税
務
課

福
祉
課

こ
ど
も
課

住
民
保
険
課

ロ
ビ
ー

建
設
課

（
新
名
神
高
速

  

道
路
対
策
室
）

（
ま
ち
づ
く
り

  

推
進
室
）

総合案内
　窓口

正面
玄関

夜間出入口

出入口

出入口

エレベ
ーター

（
環
境
対
策
室
）

（
建
築
営
繕
室
） 都

市
政
策
課

精
神
障
が
い
者
と
家
族
の
た
め

の
相
談
“
ワ
ン
ピ
ー
ス
”

窓口の配置が変わります

※本庁舎 3 階の議会事務局と第 2 庁舎 1 階
の上下水道課は変更ありません。

　平成 27 年３月町議会定
例会で、中西 正治さん（58
歳）が教育長の選任に同意
されました。任期は、平成
30 年 3 月 31 日までです。
　なお、４月１日からは地
方教育行政制度の改革に伴
い教育委員長と教育長を一
本化し、教育長が教育委員会の会務を総理し、
教育委員会を代表します。

◆新たに教育長を選任◆
　町は、4 月 1 日付で職員の定期異動を行い
ました。
　総合計画後期基本計画の初年度である新年
度に向け、より効率的かつ効果的な行政事務
を推進するため、新たに「こども課」を設け
るなど機構改革を行うとともに、職員の能力
が十分に発揮でき、組織として効率的に機能
するため、適材適所の配置を行いました。
　また、時代の変化に対応できる柔軟で活力
ある組織体制の構築を図るため、優秀な職員
を管理・監督職へ抜擢するとともに、女性幹
部職員も積極的に登用しました。
▶退職＝ 10 人　▶採用等 11 人　▶配置換
え＝ 122 人　▶昇任・昇格 41 人
　課長級以上の異動は次のとおりです。（　）
内は前職

【部長級】▶生活部長＝福井 和夫（生活部福
祉課長）▶議会事務局長＝松原 弘和（生活
部長）▶消防長＝野口 優（消防署長）

【課長級】▶会計管理者兼会計課長＝井上 峯
子（生活部住民保険課主幹）▶企画総務部企
画財政課長兼秘書広報室長＝和泉 輝夫（生
活部住民保険課長）▶企画総務部総務課長＝
岩谷 智賀子（会計管理者兼会計課長）▶企
画総務部税務課長＝山田 慎太郎（地域振興
部産業観光課長）▶地域振興部参画協働課長
＝森 昌弘（教育委員会学校教育課長）▶地
域振興部産業観光課長＝藪内 勝美（まちづ
くり部建設営繕課主幹）▶生活部住民保険
課長＝住野 智章（教育委員会生涯学習課長）
▶生活部福祉課長＝大嶋 武（地域振興部産業
観光課主幹）▶生活部こども課長＝古東 明子

（地域振興部参画協働課長）▶まちづくり部
建設課長＝佐々木 規文（まちづくり部建設営
繕課長）▶まちづくり部都市政策課長＝中元 
進（まちづくり部都市環境課長）▶教育委員
会教育振興課長兼社会教育室長＝曽野 光司

（企画総務部企画財政課長）▶教育委員会学
校教育課長＝石上 勝久（教育委員会学校教
育課参事兼教育支援室長）▶消防本部課長＝
向井 文雄（消防本部主幹）▶消防署長＝奥
田 貢（消防本部課長）

【退職者】▶北山 義和（消防長）　▶柳谷 勝
則（議会事務局長）▶石田 吉治（地域振興部
参画協働課参事兼人権推進室長）▶古東 信行

（生活部住民保険課参事兼健康づくり室長兼保
健センター所長）▶森 美智男（教育委員会生
涯学習課文化体育館長）▶林 芳則（教育委員
会生涯学習課図書館長兼公民館長）▶谷 秀三

（生活部福祉課子育て支援センター所長心得）
▶村上 富紀代（教育委員会学校教育課学校校
務員）▶小野山 理香（企画総務部総務課主査）
▶島村 雅（生活部福祉課主査）

職員の定期異動を実施

中
な か に し

西 正
ま さ は る

治教育長
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ポ
ケ
ッ
ト

お
知
ら
せ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

子
　
育
　
て

図
　
書
　
館

健
康
づ
く
り

私
の

　
オ
ス
ス
メ

　
募
　
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

？
の
相
談
室

　
星
　
空

《
消
防
本
部
よ
り
》

▽
注
意
点　

①
喫
煙
時
は
、
携
帯

灰
皿
を
使
用
す
る
な
ど
、
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
を
し
な
い　

②
枯
草

な
ど
の
あ
る
火
事
が
起
こ
り
や
す

い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い

③
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
時
は
、
た
き
火
や
火
入
れ

を
し
な
い　

④
火
入
れ
を
行
う
際

は
、
必
ず
届
出
を
す
る　

⑤
た
き

火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消

火
す
る　

⑥
火
遊
び
は
し
な
い

▽
種
類　
甲
種
・
乙
種
全
種
・
丙
種

▽
試
験
日　

６
月
14
日
（
日
）

▽
受
付
場
所　

(

一
財)

消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部

（
〒
６
５
０
・
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
５
・
12
・
７
協

和
ビ
ル
５
階
）

▽
申
込
方
法　

①
４
月
13
日
午
前

９
時
～
25
日
午
後
５
時
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
電

子
申
請　

②
４
月
16
日
～
28
日
ま

で
に
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願

書
を
郵
送

▽
そ
の
他　

消
防
本
部
で
は
願
書

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

い
ず
れ
も
▽
問
合
せ　

消
防
本
部

（
☎
７
６
６
・
０
１
１
９
）

《
住
民
保
険
課
よ
り
》

　

戸
籍
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不

正
な
請
求
を
防
止
し
、
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
に
、
証
明
書
の
交
付

請
求
の
際
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
人

の
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
や
住
基
カ
ー
ド

（
写
真
付
）
ま
た
は
保
険
証
と
年

金
手
帳
（
顔
写
真
の
な
い
も
の
は

２
点
）
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
登
録
は
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、同
住
所
で
（
住
民
票
上
）

世
帯
を
分
け
て
い
る
人
の
場
合
、

同
居
の
親
族
で
あ
っ
て
も
委
任
状

が
必
要
で
す
。

◎
戸
籍
謄(

抄)

本
は
、
本
籍
地

の
役
所
で
の
み
発
行
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
で
あ
っ
て
も
、
町

に
あ
る
戸
籍
で
親
子
関
係
が
確
認

で
き
な
い

場
合
は
、
関

係
の
分
か

る
戸
籍
を

持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
町
国
民
健
康

保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
対

象
指
定
医
療
機
関
が
拡
大
し
ま
し

た
。
希
望
す
る
人
は
、
あ

ら
か
じ
め
医
療
機
関
に
て

人
間
ド
ッ
ク
の
日
程
を
予

約
し
、
受
診
当
日
ま
で
に

同
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
指
定
医
療
機
関　

医
療

法
人
晴
風
園
今
井
病
院（
北

田
原
）・
医
療
法
人
社
団
衿

正
会
生
駒
病
院
（
広
根
）・

市
立
川
西
病
院
・
川
西
市

保
健
セ
ン
タ
ー
・
医
療
法

人
晋
真
会
ベ
リ
タ
ス
病
院

（
川
西
市
）・
医
療
法
人
協

和
会
協
立
病
院

（
川
西
市
）・
市

立
伊
丹
病
院
・

宝
塚
市
立
健
康

セ
ン
タ
ー

▽
申
請
に
必
要

な
も
の　
保
険
証

▽
そ
の
他　

オ

プ
シ
ョ
ン
検
診
は
助
成
対
象
外

い
ず
れ
も
▽
問
合
せ　

同
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
０
）

　

こ
の
調
査
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
学
習
の
状
況
や
日
頃

の
生
活
の
様
子
を
把
握
し
、
今
後

の
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
役

立
て
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

実
施
後
、
調
査
結
果
を
分
析
し

て
公
表
す
る
予
定
で
す
（
過
去
の

調
査
結
果
は
、
学
校
教
育
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

▽
調
査
日　

４
月
21
日

▽
調
査
対
象
お
よ
び
調
査
内
容
【
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
】
小
学

６
年
生
＝
国
語
・
算
数
・
理
科
、

中
学
３
年
生
＝
国
語
・
数
学
・
理

科【町
学
習
到
達

度
調
査
】
小

学
５
年
生
＝

国
語
・
算
数
、

中
学
２
年
生

＝
国
語
・
数
学
・
英
語

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

７
６
６
・
６
０
０
６
）

《
福
祉
課
よ
り
》

　

日
常
生
活
を

営
む
う
え
で
常

時
見
守
り
が
必

要
な
状
態
に
あ

る
人
に
緊
急
事

態
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

町
内
在
住
で
①
お

お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
一
人
暮

ら
し
の
人　

②
一
人
暮
ら
し
の

重
度
身
体
障
が
い
者
（
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
保

持
者
）

▽
そ
の
他　

電
話
回
線
が

「
N
T
T
ア
ナ
ロ
グ
回
線
」
以
外

の
場
合
は
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
作

動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

現
在
、
住
宅
改
修
を
行
っ
た

場
合
、
償
還
払
い
が
原
則
で
し

た
が
、
4
月
1
日
か
ら
利
用
者

が
1
割
の
み
を
施
工
業
者
に
支

払
う
、
受
領
委
任
払
い
も
可
能

と
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
同
課
介
護
保
険
担
当
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。　

い
ず
れ
も
▽
申
込
・
問
合
せ　

同

課
（
☎
７
６
６
・
８
７
０
１
）　
　

　

4
月
～
平
成
28
年
3
月
分
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

1
万
５
５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
人
は
、
学
生
納

付
特
例
ま
た
は
免
除
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

尼
崎
年
金
事
務
所（
☎

０
６・
６
４
８
２・
４
５
９
１
）、
住

民
保
険
課
（
☎
７
６
６・８
７
０
０
）

▽
変
更
額　
【
特
別
児
童
扶
養
手

当
】
1
級
＝
月
額
5
万
１
１
０
０

円
（
旧
4
万
９
９
０
０
円
）、
2

級
＝
月
額
3
万
４
０
３
０
円

（
旧
3
万
３
２
３
０
円
）、【
児

童
扶
養
手
当
】
全
額
支
給
＝

月
額
4
万
２
０
０
０
円
（
旧

4
万
１
０
２
０
円
）、
一
部
支

給
＝
月
額
4
万
１
９
９
０
円
～

９
９
１
０
（
旧
4
万
１
０
１
０
円

～
９
６
８
０
円
）

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
課
（
☎

７
６
７
・
７
４
７
７
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
お

よ
び
町
小
・
中
学
校
学
習
到
達

度
調
査
の
実
施

4 ～ 6月のし尿収集日程
地区名 4月 5月 6月

肝 川 ･ 猪 渕
銀 山 ･ 広 根 1・2 1 1・2

上 野･柏 梨 田 3 7 3
紫 合 ･ 荘 苑 6・7 8・11 4・5
原 ･ 民 田 8 12 8
上阿古谷・下阿古谷 8 12 9
北 野・ 南 田 原 9 13 10
北 田 原 9 13 10
万 善 ･ 槻 並 10 14 11
木 津 ･ 東 山 13 15 12
木 津 上 13 15 12
木間生･杤原･林田 14 18 15
笹 尾 15 19 16
清 水･清 水 東 16・1720・2117・18
仁 頂 寺 ･ 島 20 22 19
鎌 倉 21 25 22

杉 生 22
23・2426・27 23　

24・25

西 畑 ･ 柏 原 27
28・30 28･29 26

29・30

※従量制での汲み取りを希望する
場合は要申込 ▶問合せ  クリーン
センター（☎768－0818）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

介
護
保
険
「
住
宅
改
修
」
の
受

領
委
任
払
い
が
開
始

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶

養
手
当
支
給
額
の
変
更

４
月
１
日
～
５
月
６
日

　
　
　
　

山
火
事
予
防
運
動

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

証
明
発
行
窓
口
で
の
本
人
確
認

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
拡
大

国
民
年
金
保
険
料

高齢者叙勲を受章

平
ひ ら い

井 武
た け ふ み

文さん
（伏見台・88 歳）

　大蔵事務官や伊丹税務署
での署長を歴任し、その他に
も個人で税理士事務所を開設
するなど、豊かな経験と手腕
を発揮され、長きにわたり税
務業務に精励された功績が認
められたものです。

瑞宝双光章
～第 4 期猪名川町障がい福祉計画　
　　　パブリックコメントの結果～
　同計画について、1 月 30 日から 2 月
27 日までの間、意見を募集した結果、
5 項目について意見が寄せられました。
　今回、その主なものについて意見の抜
粋と、意見に対する町の考え方をお知ら
せします。寄せられた全ての意見は、町
ホームページでご確認ください。

区分 内　　　　容

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　親亡き後の保障として成年
後見制度は重要と考えます。
町として補助などの取り組み
ができないか？
　成年後見制度は、判断能力
が十分でない人が不利益を被
らないように自己決定権の尊
重を図る制度です。
　町では、生活保護受給者や
活用できる資産、貯金などが
ない人を対象に、後見人など
の報酬の助成を行っています。

児
童
発
達
支
援
に
つ
い
て

　障がい児の療育や社会的弱
者に接する教育指導などはと
ても重要だと思います。障が
い児や障がいを持つ家族が地
域社会に自然に溶け込める環
境であれば住みよい町になる
と思います。
　町では、平成25年度より言
語聴覚療法・作業療法・理学
療法を実施し、児童の発達支
援に取り組んでいます。幼稚
園では、介護老人福祉施設と
交流を行ったり、小中学校で
は車いす・点字・手話などの
福祉体験活動や福祉教育講演
会を行い「心の豊かさづくり」
の活動を推進しています。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

　グループホーム支援につい
て、質にも重点を置き拡充を
図ってもらいたい。また、知
的障害者自立生活訓練事業に
ついて、グループホームと同
一の補助水準を考えていただ
きたい。
　グループホームなどの居住
系サービスは、利用者の立場
に寄り添った施設運営は重要
と考えます。補助の拡大につ
いては、町単独での補助は困
難と考えています。

住民からのご意見＝

町の考え方＝

▶問合せ　福祉課（☎ 766 － 8701）

　4 月中に最新版が
各 ご 家 庭 に 届 き ま
す。 暮 ら し に 役 立
つ便利な情報が盛
りだくさんですの
で、ぜひご利用く
ださい。

「い～な 
  ガイドブック」

NEW
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情
報

　
ポ
ケ
ッ
ト

お
知
ら
せ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

子
　
育
　
て

図
　
書
　
館

健
康
づ
く
り

私
の

　
オ
ス
ス
メ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

　
募
　
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　
募
　
集

お
知
ら
せ

【
駅
前
第
１
・
２
自
転
車
駐
車
場
】

開
設
時
間
＝
午
前
7
～
11
時
、
午

後
５
～
7
時
（
上
記
時
間
以
外

は
、
日
生
中
央
駅
前
情
報
プ
ラ
ザ

I
N
A
G
A
W
A
で
駐
輪
場
の

定
期
券
を
発
行
し
ま
す
）

【
日
生
中
央
駅
前
情
報
プ
ラ
ザ

I
N
A
G
A
W
A
】
４
～
11
月
の

土
・
日
・
祝
日
の
開
設
時
間
を
延

長
（
午
前
9
時
～
午
後
7
時
）、

平
日
は
午
前
11
時
～
午
後
7
時

▽
問
合
せ　

町
商
工
会
（
☎

７
６
６
・
３
０
１
２
）

▽
と
き　

４
月
28
日
（
火
）
①
午
前

10
時
～
11
時　

②
午
後
３
～
４
時

▽
と
こ
ろ　

①
尼
崎
市
小
田
公
民

館　

②
宝
塚
市
西
公
民
館

▽
内
容　

◎
都
市
計
画
区
域
の
整

備
・
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針（
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

◎
区
域
区
分　

◎
都
市
再
開
発
の

方
針
、
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備

の
方
針
、
防
災
街
区
整
備
方
針

▽
そ
の
他　

見
直
し
案
の
縦
覧

は
、
４
月
１
～
28
日
ま
で
県
都

市
計
画
課
ま
た
は
町
都
市
政
策
課

（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

▽
問
合
せ　

県
土
整
備
部
ま
ち
づ

く
り
局
都
市
計
画
課
（
〒
６
５
０
・

８
５
６
７
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
５
・
10
・
１
、
☎
０
７
８
・
３

６
２
・
３
５
７
８
）

▽
と
き　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日

休
み
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

ま
で
（
予
約
不
要
、
終
了
30
分

前
ま
で
受
付
）

▽
と
こ
ろ　

日
生
中
央
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
３
階
C
教
室

▽
相
談
内
容　

登
記
、
相
続
、
遺

言
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
、
民

事
裁
判
な
ど

▽
問
合
せ　

県
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
８
・
３
４
１
・
２
７
５
５　

午

前
9
時
～
午
後
5
時
）

　

休
止
し
て
い
た
火
曜
日
・
木
曜

日
の
午
後
6
～
8
時
の
一
般
利
用

を
4
月
1
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
６
６
・
１
２
０
０
）

「
リ
バ
グ
レ
ス
猪
名
川
」
で

　
　
　
　

新
し
い
学
び
と
出
会
い
を

Aコース「都市と文化」の日程（全15回）

月/日 講座など 内　　　容
5/16 入学式・記念講演（オープン講座） 国際都市神戸の系譜
5/23 大津事件と神戸 「大津事件」と神戸・明治天皇御用邸
6/  6 神戸と文学 文学作品に登場した神戸
6/20 白洲次郎～知られざる真実を追って～ 白洲次郎の神戸における足跡
7/  4 客船誘致と神戸港 神戸市の客船誘致戦略
7/18神戸観光の見どころ（オープン講座） 神戸学マイスターによる神戸観光の見どころ
9/  5 阪急王国の創設者 小林一三 稀代の名経営者小林一三の業績
9/19 海運王勝田銀次郎市長と陽明丸 ロシア革命を逃れた孤児を救った海運王勝田銀次郎

10/  3 神戸市のマイスター制度 匠の技の伝承～神戸マイスターの取材を通して～
10/17 神戸と能楽 国際都市神戸における能楽の歴史と現況
11/  7 神戸を愛した外国人 明治初期神戸のヒョーゴホテルをめぐる人間関係
11/21 神戸の外国人宣教師 神戸女学院を創設した2人の外国人宣教師を中心に
1/16 神戸の魅力大発信 地元マスコミが実践する地域PR大作戦
1/30 神戸のユダヤ人 神戸のユダヤ人たちの歴史
2/27 修了式・記念講演（オープン講座） 阪神間モダニズム～昨日・今日・明日～

　見識豊かな講師陣を迎え、「都市と文化」と「生活と美」の 2 コースを開講！
【 入 学 資 格 】 町 内 在 住 ・ 在 勤 の 20 歳 以 上 の 人
【 受 講 料 】 5 ,000 円 （ 教 材 費 な ど は 別 途 必 要 な 場 合 あ り ）
【 定 員 】 A コ ー ス ＝ 49 人 、 B コ ー ス ＝ 42 人 （ 多 数 抽 選 、 抽 選 日 ＝ 4 月
25 日 （ 土 ） 午 前 10 時 か ら 中 央 公 民 館 工 作 室 ）

【 申 込 ・ 問 合 せ 】 各 コ ー ス と も 所 定 の 用 紙 に 必 要 事 項 を 記 入 し 、 4 月 1 ～ 15 日 ま
で に 電 話 ・ FAX ・ 持 参 で 中 央 公 民 館 （ ☎ 766 － 8432、 F766 － 8345）

Bコース「生活と美」の日程（全15回）

月/日 講座など 内　　　容
5/16 入学式・記念講演（オープン講座） 国際都市神戸の系譜
5/30 生活文化と現代のデザイン 大きく洋風に変化する日本の生活様式
6/13 くらしの再発見 文学や芸能に出てくる、生活用品を見直す
6/27 甲子園ホテルの空間的特質～その１～ 建築家・遠藤新の景観や敷地の考え方を紹介する
7/11 甲子園ホテルの空間的特質～その2 ～ 迎賓館や滞在型の高級リゾートホテルとして計画
7/18神戸観光の見どころ（オープン講座）神戸学マイスターによる神戸観光の見どころ
9/12 着物の染と織 普段着なくなった着物にもっと親しみを持とう
9/26 着物を着ること、着ることのしきたり 着るしきたりを考えよう

10/10 箪笥と小道具 箪笥や小物を見直してみよう
10/24 近隣市の建物見学 現地学習
11/14 生活の中にみる色彩 日常生活にあふれる色彩を身近な例から探る
11/28 地域のめずらしい食材や料理 地方によって異なる食文化、料理方法など
1/23 水の活用法 小川や用水路などの水流の活用法を考える
2/  6 日常から生まれるダンス 私たちの暮らしとダンスの接点は？
2/27 修了式・記念講演（オープン講座） 阪神間モダニズム～昨日・今日・明日～

　普段何気なしに暮らしていますが、身の回り
には、日本独自の技や伝統、日本人の持つ意識
の中に「美」の感性があるものです。もういち

どゆっくり、毎日の生活で使っているものや身
の回りを見つめなおしましょう、生活を豊かに
している美しさが見つけられます。

受講生
を募集

　神戸・京都・大阪はそれぞれ港都・古都・商
都という異なる顔を持ち、関西の魅力を形成し
ています。神戸は 1868 年 1 月 1 日に開港し、

各国は神戸に領事館を開設、世界中から貿易商
が商館を建設しました。横浜とともに世界への
窓口となった国際都市神戸の魅力を考えます。

　いずれのコースも
＊ 一般講義は、中央公民館で土曜日の午
後２時～３時 30 分まで。　
＊ 現地学習を予定している場合は、前回
の講座終了後に行程を説明。

＊ 講師の都合で日程・内容を変更する場
合があり。
＊5月16日、7月18日、2月27日のオープ
ン講座は、どなたでも無料で参加可。

日
生
中
央
駅
前
第
１
・
２
自
転

車
駐
車
場
と
情
報
プ
ラ
ザ
の
開

設
時
間
の
変
更

司
法
書
士
法
律
無
料
相
談
会

 

▽
内
容　

簡
易
耐
震
診
断

▽
料
金　

無
料

▽
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
（
た

だ
し
、
過
去
に
実
施
し
た
「
わ
が

家
の
耐
震
診
断
推
進
事
業
」
を
受

け
た
人
は
対
象
外
）

▽
注
意　

申
請
が
な
い
の
に
突
然

耐
震
診
断
員
が
お
宅
を
訪
問
し
て

診
断
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
申
込
・
問
合
せ　

都
市
政
策
課

（
☎
７
６
６
・
８
７
０
４
）
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出

　

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
が
不
十
分
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
県

の
工
事
費
補
助
に
加
え
、
最
大

30
万
円
の
上
乗
せ
補
助
を
行
い
ま

す
。

▽
対
象　

県
の
住
宅
耐
震
改
修
工

事
費
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け

た
人

▽
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
4

分
の
１
ま
た
は
30
万
円
を
上
限

▽
そ
の
他　

県
で
は
、
そ
の
他
に
耐

震
改
修
計
画
策
定
費
補
助
や
部
分

型
耐
震
化
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

▽
問
合
せ　

都
市
政
策
課
（
☎

７
６
６・８
７
０
４
）、
県
建
築
指
導

課
（
☎
０
７
８・３
６
２・４
３
４
０
）

▽
と
き　

４
月
２
・
16
日
、
い
ず
れ

も
木
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
会
館

▽
入
会
資
格　

町
内
在
住
の
60
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

▽
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（ 

☎

７
６
６
・
８
６
８
６
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会

説
明
会

住
宅
の
安
全
性
の
確
認
を

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助

行政相談委員決まる

平
ひ ら お

尾 伊
い わ お

和男さん

　総務省より平尾伊和男さ
ん、塗家昭彦さんが行政相
談委員に委嘱されました。
国・県など行政についての
苦情や相談を受け付けます。
　相談は無料で、秘密は厳
守されます。
▶問 合 せ  秘 書 広 報 室（☎
766－8707） 塗

ぬ り や

家 昭
あ き ひ こ

彦さん

阪
神
間
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
説
明
会

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
夜
間
プ
ー

ル
営
業
再
開



− 17− − 16−広報いながわ 平成 27 年 4 月（908）号

情
報

　
ポ
ケ
ッ
ト

お
知
ら
せ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

子
　
育
　
て

図
　
書
　
館

健
康
づ
く
り

私
の

　
オ
ス
ス
メ

～
め
ぐ
み
の
森
の
春
を
あ
そ
ぼ

う
！
～

▽
と
き　

５
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

杤
原
め
ぐ
み
の
森

▽
対
象　

子
ど
も
（
小
学
生
以

上
）
と
保
護
者

▽
定
員　

先
着
15
家
族

▽
参
加
費　

1
人
３
０
０
円

▽
申
込
・
問
合
せ　

５
月
８
日
ま

で
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
F
A
X
ま
た
は
持
参
で
参
画

協
働
課
（
☎
７
６
６
・
８
７
８
３
、

F
７
６
６
・
８
８
９
３
）

▽
開
催
期
間　

①
キ
ッ
ズ
体
操
教

室
Ａ
ク
ラ
ス
＝
５
月
13
日
～
7
月

15
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
・
全
10

回
）　

②
キ
ッ
ズ
体
操
教
室
Ｂ
ク

ラ
ス
＝
5
月
14
日
～
7
月
16
日

（
い
ず
れ
も
木
曜
日
・
全
10
回
）

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
卓
球
＝
5
月
8
日

～
6
月
12
日
（
い
ず
れ
も
金
曜

日
・
全
6
回
）

▽
時
間　
①
午
後
4
時
～
5
時
15
分

②
午
後
4
時
30
分
～
5
時
45
分　

③

午
後
1
時
15
分
～
2
時
45
分

▽
対
象　

①
4
歳
～
小
学
1
年
生

②
5
歳
～
小
学
3
年
生　

③
大
人

▽
定
員　

先
着
各
20
人　

▽
受
講
料　

①
②
６
７
５
０
円　

③
２
２
６
０
円　

▽
そ
の
他　

平
成
27
年
度
災
害
補

償
制
度
運
営
費
が
別
途
必
要
（
大

人
８
０
０
円
、
小
人
４
０
０
円
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

4
月
7
日
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
６

８
・
２
２
７
７
）

《
町
立
図
書
館
よ
り
》

　

紙
芝
居
作
家
の
「
堀ほ

り
お尾
青せ

い
し史
生

誕
1
0
0
年
を
迎
え
て
～
堀
尾
青

史
の
世
界
か
ら
紙
芝
居
の
明
日
へ

～
」

▽
期
間　

4
月
26
日
ま
で

▽
と
き　

4
月
18
日
（
土
）
午
前

11
時
～

▽
内
容　

堀

尾
青
史
の
紙

芝
居
を
演
じ

て
紹
介
（「
注

文
の
多
い
料

理
店
」
な
ど
）

▽
出
演　

ポ
テ
ト

い
ず
れ
も
▽
問
合
せ　

同
館
（
☎

７
６
６
・
３
２
３
８
）

　
募
　
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　
募
　
集

お
知
ら
せ

？
の
相
談
室

　
星
　
空

教  
室 リズム＆ストレッチ 初級水泳 水中体操 エコクラフト 楽しく歌う♪昭和

の愛唱歌

内  
容

軽快なリズムに合
わせて、楽しみな
がら健康な体づく
り を し ま せ ん か。
ストレッチで体を
ほぐして、気持ち
の良い汗をかきま
しょう。

初心者にも無理な
く参加していただ
けます。膝や腰への
負担が少ない水中
で日頃の運動不足
を解消しましょう。

体への負担が少な
い水の中で音楽に
合わせて体を動か
し、筋力アップをは
かりましょう。脳ト
レやゲームも取り
入れて、楽しい時間
を過ごします。

紙バンドの紐を編
み上げてかごなど
を作ります。特別
な道具は使用せず
手で縦紐と横紐を
交互に重ねるだけ
で、素敵な作品が
できます。

昭和の時代を振り
返りながら、懐か
しい思い出のメロ
ディーをみんなで
楽しく歌いましょ
う。男性もぜひ参
加してください。

と  
き

5 月 21・28 日、
6 月 4・18 日、7
月 2・16・30 日、
8 月 6・27 日、9
月 3 日（全 10 回）、
い ず れ も 木 曜 日、
午 後 1 時 45 分 ～
2 時 45 分

5 月 20・27 日、6
月 10・24 日、7
月 8・22 日、8 月 5・
26 日、9 月 9・30
日（ 全 10 回 ）、 い
ずれも水曜日、午前
9 時 30 分 ～ 10 時
30 分

5 月 20・27 日、6
月10・24日、7月8・
22 日、8 月 5・26
日、9 月 9・30 日

（全 10 回）、いずれ
も水曜日、午前 11
時～正午

5 月 21 日、6 月
4・18 日、7 月 2・
16・30 日（ 全 6
回）、いずれも木曜
日、 午 前 10 時 ～
正午

５ 月 22 日、6 月
5・19 日、7 月 3・
17・31 日（ 全 6
回）、いずれも金曜
日、午前 10 時 30
分～正午

とこ
ろ 教養娯楽室②③ 室内プール 室内プール 研修室 研修室

参加
費 2,000 円 2,000 円 2,000 円 1,200 円

（別途材料費） 1,200 円

定員 20 人 15 人 15 人 15 人 25 人

参加者募集！ 平成 27 年度 前期   ゆうあい「いきいき教室」　
▷対象　町内在住で 60 歳以上の人（定員を超えた場合
は抽選、原則 1 人 1 教室のみ※定員に空きがある場合は、
複数教室の参加可）
▷教室　下表のとおり
▷ところ　ゆうあいセンター
▷申込・問合せ　4 月 6 ～ 17 日までに同センター（☎
766 － 1200）

イ
ナ
ボ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

（
第
１
期
）
受
講
生

▽
と
き　

４
月
18
日
（
土
）
午
前

9
時
～
午
後
12
時
30
分

▽
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

▽
コ
ー
ス　

中
央
公
民
館
～
四
季

彩
の
径み

ち

～
悠
久
広
場
～
悠
久
の
館

～
青
木
間
歩
～
村
上
新
田
～
ジ
ャ

リ
池
～
中
央
公
民
館
（
山
中
を
歩

き
ま
す
）

▽
定
員　

先
着
30
人　

※
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

▽
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険

料
）

▽
持
ち
物　

水
筒
、
ぼ
う
し
、
歩

き
や
す
い
服
装

▽
そ
の
他　

雨
天
中
止
（
前
日
に

判
断
し
、
参
加
者
に
連
絡
）
※
集

合
場
所
に
は
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
旗
」
を
設
置

▽
申
込
・
問
合
せ　

参
加
者
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先

を
電
話
で
産
業
観
光
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
９
）

▽
と
き　

5
月
17
日
（
日
）
午
前

9
時
～
午
後
3
時

▽
と
こ
ろ　

川
西
市
知
明
湖
キ
ャ

ン
プ
場　

特
設
セ
ミ
ナ
ー
会
場

▽
内
容　

黒
川
の
里
山
を
楽
し
み

な
が
ら
、竹
の
子
を
採
取
し
、ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
て
料
理
す
る

▽
定
員　

10
グ
ル
ー
プ

▽
参
加
費　

1
人
５
０
０
円

▽
材
料
費　

５
千
円
（
１
グ
ル
ー

プ
・
１
鍋
４
～
８
人
分
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

国
崎
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
啓
発
施
設
ゆ
め
ほ
た

る
（
☎
７
３
５
・
７
２
８
２
）

▽
と
き
・
内
容　

①
5
月
17
日

（
日
）
野
外
料
理
・
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど　

②
6
月
21
日
（
日
）
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど　

③
7
月
18
日

（
土
）
～
19
日
（
日
）
キ
ャ
ン
プ
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

▽
と
こ
ろ　

町
内
（
予
定
）

▽
定
員　

先
着
30
人

▽
対
象　

高
校
生
以
上

▽
参
加
費　

全
３
回
・
大
人
８
千

円
、
高
校
生
６
千
円
（
保
険
料
、

活
動
費
、
参
加
記
念
品
な
ど
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

4
月
20
日
ま

で
に
町
野
外
活
動
指
導
者
会
・
福

田
さ
ん
（
☎
・
F
７
６
６
・
０
１

１
６
、
☎
０
９
０
・
３
７
１
３
・

５
８
８
０
）

▽
期
間　

4
月
～
平
成
28
年
3
月

（
全
10
回
）

▽
内
容　

野
外
料
理
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど

▽
定
員　

先
着
50
人

▽
対
象　

町
内
在
住
の
小
学
４
年

生
～
中
学
3
年
生

▽
参
加
費　

２
万
円
（
活
動
費
・

通
信
費
・
保
険
料
な
ど
）

▽
指
導　

町
野
外
活
動
指
導
者
会

▽
申
込
・
問
合
せ　

4
月
12
日

ま
で
に
社
会
教
育
施
設
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
同
会
福
田

さ
ん
ま
で
郵
送
ま
た
は
F
A
X

（
〒
６
６
６
・
０
２
５
３
差
組
字

西
代
１
５
８
・
２
、
F
７
６
６
・

０
１
１
６
）

《
少
林
寺
拳
法
協
会
よ
り
》

▽
と
き　

4
月
29
日
（
水
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
4
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

川
西
市
市
民
体
育
館

（
緑
台
）

▽
参
加
資
格　

町
・
川
西
市
少
林

寺
拳
法
協
会
お
よ
び
町
・
川
西
市

少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

所
属
し
て
い
る
拳
士

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
と
き　

金
曜
日
＝
５
月
１
・

８
・
15
・
22
・
29
日
、
火
曜
日
＝

５
月
12
・
19
・
26
日
、
い
ず
れ
も

午
後
７
～
８
時

▽
と
こ
ろ　

松
尾
台
小
学
校
体
育

館▽
対
象　

小
学
生
の
男
女

▽
そ
の
他　

受
講
料
無
料
、
運
動

の
で
き
る
服
装

い
ず
れ
も
▽
申
込
・
問
合
せ　

鈴

鹿
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
５
３
２
４

・
５
１
４
１
、

hitokurasuzu
ka@jttk.zaq.ne.jp

）

▽
と
き　

5
月
23
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分
～
24
日
（
日
）
午

後
2
時

▽
内
容　

野
外
料
理
、
火
お
こ
し

体
験
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど

▽
対
象　

小
学
3
年
生
～
中
学
生

▽
定
員　

40
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費　

3
千
円

※
保
険
料
、
食
費
な
ど
含
む

▽
申
込
期
限　

４
月
30
日

▽
申
込
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
、
交
通
手
段
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
を
記
入
し
、『
ジ

ュ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ウ
ト
ド
ア

塾
Ⅰ
』
係
（
〒
６
６
６
・
０
２

２
４
万
善
字
東
山
６
・
１
、
☎
・

F
７
６
８
・
０
６
１
４
、

ikoi
noie@aspf.or.jp

）

里
山
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
体
験
セ

ミ
ナ
ー

J
O
Y　

ア
ウ
ト
ド
ア

イ
ナ
ガ
ワ
ト
ム
ソ
ー
ヤ
ー
ズ（
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
企

画
ツ
ア
ー　

～
多
田
銀
銅
山
散

策
コ
ー
ス
～

春
季
初
心
者
教
室

図
書
館
ロ
ビ
ー
展
示

堀
尾
青
史
の
紙
芝
居
上
演

集
ま
れ
！
い
な
が
わ
自
然
発
見

ジ
ュ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ウ
ト
ド

ア
塾
Ⅰ

川
辺
ブ
ロ
ッ
ク
大
会


